
氏名 領内　修

大学院博士後期課程
担当科目

・経営学特論（通年　不開講）

通信教育部担当科目
・スクーリング講座（経営学基礎）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

企業出身者として、学生の就活を助ける、キャリア委員や教育委員を2年にわたり、務
めている。
又、人事委員として学科内の採用や昇格について各種対応をしている。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

早稲田大学

法学士

企業財政、仮想通貨（ブロックチェーン）、金融改革、シェアー経済

最終学歴

　【研究上の特記事項】

FINTEC（金融改革）・シェアリングエコノミーという変わりゆく資本主義形態を研究
 著書「3つの近未来」では、リーマンショック時の企業体験を元に、企業が受けた影響
を書き、その際に起こったVR（仮想世界）である「ビットコイン」や「初音ミク」での
社会の変化に触れた。2011年より「ビットコイン」とそのベースとなる「ブロック
チェーン」研究を通じて、FINTEC（金融改革）・シェアリングエコノミーと言う企業経
営に与える大きな変化要因を研究している。

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

ブロックチェーン　・　ドラッカー「マネジメント」

45年間の企業経験を学生に如何に還元するか？　30年の銀行融資経験、15年の企業受信
経験を通じて、この実務経験をどう社会還元するのか？　を志向している。この命題に
応えるために、「起業しよう」を合言葉に学生の経営への理解を助けたい。ゼミでは、
ﾄﾞﾗｯｶｰの「マネジメント」でベースを築き、「ビジネスコンテスト」
への応募で、実学を学ばせる。更には、各自選択の研究テーマを2年間追求し、卒業論
文に結びつける。

昨年のｺｲﾝﾁｪｯｸ事件以来、昨秋の近畿警察協会の警視以上への講演会等も含め、多数講
演会を実施。
関西では数少ない「暗号資産」「ブロックチェーン」研究者として社会活動を行ってい
る。

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・経営学特論（通年　不開講）
授業科目

学部担当科目

・経営学
・D経営学
・企業行動分析
・企業倫理と消費者
・経営管理論
・演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
・社会体験実習
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